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五

羽

の

鶏
（

に

わ

と

り
）

を

飼
っ

て

い

る
。

ホ

ワ

イ

ト

レ

グ

ホ

ン

種

と

雄

の

チ
ャ

ー

ン

で

あ

る
。

廃

鶏

に

さ

れ

た

も

の

を

譲

り

受

け

た

も

の

で

あ

る
。

狭

い

ゲ
ー

ジ

に

入

れ

ら

れ

卵

を

産

む

こ

と

の

み

を

求

め

ら

れ
、

産

め

な

く

な

る

と

処

分

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

　

餌

は
、

一

日

一

回

与

え

て

い

る

が

あ

と

は

自

分

た

ち

で

賄
っ

て

い

る
。

草

刈

り

を

す

る

た

び

に

集

ま
っ

て

き

て

虫

を

エ

サ

に

し

て

い

る
。

時

に

は

二

百

メ
ー

ト

ル

ぐ

ら

い

遠

征

し

餌

を

確

保

す

る

が
、

私

の

車

を

確

認

す

る

と

家

に

戻
っ

て

餌

を

ね

だ

る

の

で

あ

る
。

農

場

が

彼

ら

の

グ

ラ

ン

ド

で

あ

り

家

や

水

も

あ

る

の

だ

が
、

寝

床

は

七

メ
ー

ト

ル

の

桑

の

樹

上

で

あ

る
。

あ

る

日

の

夕

方
、

車

を

近

づ

け

る

と

二

十

メ
ー

ト

ル

の

距

離

を

滑

空

し

て

来

た
。

 

し

ば

ら

く

し

て

卵

を

産

む

よ

う

に

な
っ

た

が
、

カ

ラ

ス

と

マ

ン

グ
ー

ス

と

い

う

ラ

イ

バ

ル

が

お

り
、

私

の

取

り

分

が

少

な

か
っ

た
。

気

を

使
っ

た

の

か

私

の

滞

在

中

に

産

卵

す

る

よ

う

に

な
っ

た
。

見

せ

つ

け

る

よ

う

に

私

の

車

の

中

で

産

卵

す

る

時

も

あ

る
。

　

グ

リ

ム

童

話
『

ブ

レ
ー

メ

ン

の

お

ん

が

く

た

い
』

（

福

音

館

書

店

１

９

６

４

年
）

に

は
、

声

を

か

ぎ

り

に

鳴

い

て

い

る

一

羽

の

お

ん

ど

り

が

で

て

く

る
。

ス
ー

プ

に

さ

れ

そ

う

に

な

る

が
、

ろ

ば
、

い

ぬ
、

ね

こ

の

三

人

組

に

助

け

ら

れ

ブ

レ
ー

メ

ン

へ

と

旅

立

つ

途

中
、

ど

ろ

ぼ

う

を

家

か

ら

追

い

出

し

自

分

た

ち

の

住

処

に

す

る

四

人

組

は
「

こ

こ

が

た

い

そ

う

気

に

入
っ

て
、

二

度

と

こ

の

家

を

離

れ

よ

う

と

し

ま

せ

ん

で

し

た
。

」

と

ハ
ッ

ピ
ー

エ

ン

ド

に

描

か

れ

て

い

る
。

　

我

が

家

の

鶏

も

の

び

の

び

と

暮

ら

し
、

昨

年

よ

り

若

返

り

き

れ

い

に

な
っ

て

い

る
。

寿

命

は

五
～

十

年

だ

と

い

わ

れ

て

い

る

が
、

こ

れ

か

ら

も

一

緒

に

生

き

た

い

と

思
っ

て

い

る
。
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みんなで祝おう 50周年
みんなで進もう 名護市の未

来

予約件数
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登録者数
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冊9,656
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冊

全館貸出冊数

3,902来館者数
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人間らしく、幸せに生きるってなんだろう？

（人権について考えよう）

 

児童虐待（じどうぎゃくたい）

について

こどもへのいろいろな暴力（ぼうりょく）に

ついての本や、資料を集めた特集をおこ

ないます。

みんなで、「児童虐待」について考えて、

みませんか。

特集本の一部を紹介

・子どもを虐待から護る

Child Abuse &Neglect 編集/上野昌江

・誰がこの子らを救うのか 著/山内優子

11月はこども家庭部子育て支援課と協力し「児童虐待防止」に関する特集、

12月は地域経済部地域力推進課と協力し「男女共同参画・人権」に関する特集

を行います。「虐待」、「男女共同参画」に限らず、いろいろな人権問題につ

いて考えるきっかにしてはいかがでしょうか。

男女共同参加（だんじょきょうどう

さんかく）について

「男女共同参画」という言葉は、むずかし

いですよね・・・。

しかし、「男らしく、女らしく生きる」のでは

なく「自分らしく生きる」ことが男女共同参

画の基本的(きほんてき)な考え方です。

そのため、「男女共同参画」の中には「男

女」の問題だけでなく、「LGBTQ」の課題

も含まれています。

特集本の一部を紹介

・はじめて学ぶＬＧＢＴ 著/石田仁

・ジェンダーについて大学生が真剣に考

えてみた 監修/佐藤文香

tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
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tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607
tel:0980-53-7246　 FAX:0980-52-2607


1

8

2

22

わんさか大浦パーク

27

14

全館定期休館日 数久田地区会館 名護特別支援学校 伊差川保育園 銀のすず保育園

羽地図書室休館

15

真喜屋小学校 大北小学校

全館定期休館日

日 月 火
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全館定期休館日 屋我地ひるぎ学園 桜野特別支援学校 許田ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 安和小学校
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文化の日
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全館定期休館日

勝山病院

認定こども園

羽地図書室休館
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羽地図書室休館

久辺中学校 瀬喜田小学校

羽地図書室休館

『超リアル恐竜サバイバル図鑑』

小林 快次/監修 Ｇ．Ｂ/刊

恐竜は少なくとも今から２億3000万年前、さんじょう紀

の地球（ちきゅう）に出現（しゅつげん）しました。

それからジュラ紀、はくあ紀に繁栄（はんえい）し、はく

あ紀の終わりに絶滅（ぜつめつ）するまでの１億6000万

年以上の間、生き物の頂点にいました。

恐竜は、地球上でうまれた動物のなかで、多様な進化

をして繁栄した動物と言えるでしょう。

恐竜たちの生き残りをかけた壮大（そうだい）な物語を

楽しんでください。(H)

職員オススメの本

『ナタンと呼んで―少女の身体で生まれた少年―』

カタリーヌ・カストロ/原作 花伝社/刊

画家と写真家の2人展「おっぱい展」を見る機会がありました。

贅沢にも写真家の方の解説付きで鑑賞したのですが、多くの写真

を前に思い出していたのが、この物語です。

だんだんと丸みを帯びる自分の体に違和感を覚え、苛立ちを募

らせる少女リラ。「自分は男の子だ。リラではなくナタンと呼んでほ

しい」という気持ちを伝えても、両親にはなかなか理解してもらえ

ず、ついには自傷行為を繰り返すようになります。しかし、カウン

セリングを重ね、法律上も身体的にも男性になる選択をする我が

子を、両親も受け入れます。

この作品は、フランスの漫画「バンドデシネ」です。ナタンにとっ

て、乳房は女性性の象徴であり、心と身体の不一致はたくさんの

乳房に埋もれる苦しさ、自らそれを引きちぎる妄想として表され、

乳房を取った手術痕はナタンには勝利の傷となります。

トランスジェンダーについて知る一冊目にいかがでしょうか。

休館日とがじまる号巡回スケジュール

児童書 一般書


